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建物の被災状況などを詳し
く説明する石原さん。住民
は真剣に耳を傾けます。

活動報告をする石原さん
（右）と青木さん（左）

再
認
識
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
石

原
さ
ん
は
訓
練
の
重
要
性
を
訴
え
ま

す
。「
事
前
に
災
害
対
応
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
治
会
と
小
中

学
校
な
ど
で
連
携
訓
練
を
す
る
と
、
地

元
で
支
え
合
う
関
係
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

な
ど
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
市
で

は
、
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
や
訓
練

の
企
画
提
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
効
果
的

な
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

育
む 

助
け
あ
い
の
精
神

　
「
北
海
道
か
ら
来
た
、
そ
れ
だ
け
で

多
く
の
人
に
感
謝
さ
れ
た
」
と
二
人
は

口
を
揃
え
ま
す
。「
ど
ん
な
形
で
も
い

い
の
で
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
届
け

る
こ
と
が
、
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人

の
支
え
に
な
る
の
で
は
」と
石
原
さ
ん
。

市
内
で
も
義
援
金
の
寄
付
な
ど
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
災
害
が
起
き
た
ら
、
今
度

は
私
た
ち
が
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
得
ま
す
。災
害
に
備
え
る
と
と
も
に
、

助
け
あ
い
の
気
持
ち
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

（
取
材
・
編
集　

広
報
広
聴
課
）
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想
定
外
の
地
震 

甚
大
な
被
害

　

被
災
度
合
い
に
落
差
も

　
「
震
度
7
を
2
回
受
け
、
建
物
の
被

害
は
甚
大
で
し
た
。
内
部
の
損
傷
も
ひ

ど
く
、
瓦
な
ど
の
落
下
物
の
危
険
も
大

き
か
っ
た
」
青
木
さ
ん
は
、
想
定
を
超

え
る
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た
と

い
い
ま
す
。
一
方
で
、
建
築
物
に
よ
る

被
災
度
の
違
い
も
明
ら
か
で
し
た
。
石

原
さ
ん
は
「
耐
震
基
準
が
厳
し
く
な
っ

て
か
ら
建
て
ら
れ
た
木
造
は
、
被
害
が

少
な
か
っ
た
」
と
話
し
、
耐
震
化
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
す
。

　

江
別
市
で
は
、
平
成
22
年
に
策
定
し

た
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
も
と
、
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
中

に
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
、

そ
の
他
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
一
般
住
宅
に
対
し
て
は
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
費
用
の
補
助
や
出

前
講
座
の
「
耐
震
化
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
次
ペ
ー
ジ
）。

　

実
感
し
た 

人
と
の
つ
な
が
り

　

地
域
で
の
訓
練
の
大
切
さ

　
「
住
民
は
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な

が
ら
も
支
え
合
っ
て
い
ま
し
た
」
青
木

さ
ん
は
、
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

熊本地震に見舞われ、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

写真右／左の家屋は、地震で損壊して寄りかかった
右側の空き家の重さに耐えているが、落下物などの
危険により、危険状態と判定。写真左／アパートの
壁に入った大きな亀裂を確認（いずれも熊本市内）

　
「
待
っ
て
た
よ
」
現
地
で
は
、
被
災
し

た
家
屋
に
住
み
続
け
て
も
い
い
の
か
見

て
ほ
し
い
と
、
住
民
か
ら
次
々
と
声
が

か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
派
遣
さ
れ
た
建
築
指
導
課
建
築

指
導
係
長
の
石
原
隆
行
さ
ん
（
48
歳
）
と

建
築
住
宅
課
建
築
係
の
青
木
智
久
さ
ん

（
34
歳
）
は
、応
急
危
険
度
判
定
士
と
し
て
、

建
物
の
被
災
状
況
を
住
民
に
詳
し
く
説

明
し
ま
し
た
。
２
人
は
東
日
本
大
震
災
で

の
派
遣
経
験
も
あ
り
、
北
海
道
派
遣
団

40
名
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
4
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
の
3
日
間
で
熊
本
市
内
49
軒

の
家
屋
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

4
月
14
日
か
ら
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
震

度
7
が
2
回
と
い
う
想
定
外
の
直
下
型
地
震
に

見
舞
わ
れ
、多
く
の
方
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　

活
断
層
で
発
生
し
、
震
源
の
浅
い
地
震
で
あ

る
直
下
型
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
被
災
地
に
手
を
差
し

伸
べ
る
と
と
も
に
、
教
訓
と
し
て
防
災
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建
物
の
危

険
性
を
調
査
す
る
た
め
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
た

２
名
の
職
員
の
報
告
か
ら
、
地
震
災
害
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
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。
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防災マップを活用しよう
　防災に関わる情報を大麻・野

幌・江別各地区版で詳しく掲載。

内容…地震の揺れやすさ、風水

害への備え、避難先、非常持

ち出し品など。

配布場所…市役所案内窓口、市役所大麻出張所、

市ホームページなど。

出前講座の利用を
　職員が直接伺って、

防災の話をする出前講

座などで、地域におけ

る防災訓練の支援など

を行っています。

内容…災害図上訓練（DIG）、避難行動要支援者避

難支援制度について、避難所運営ゲーム（HUG）、

防災・減災のはなしなど。

防災情報を確認しよう
①防災情報提供サービス／メール

や電話、ファクスで防災情報を発

信します。配信内容は気象情報、

地震情報、避難情報、緊急のお知らせなど。申し

込みはファクスまたはメールで。申込書は市役所

案内窓口または市ホームページから。上のＱＲ

コードからも登録できます（空メールを送り、通

知メールがきたら指示に従い登録）。

②江別防災情報発信サイト／ホームページ上に

24 時間体制で災害・防災情報を発信します。「江

別防災情報発信サイト」で検索し、いざというと

きのためにお気に入り登録を！フェイスブックと

ツイッターもあります。

③テレフォンサービス／防災情報を自動音声で確

認できます☎ 050-5533-8204 ※通話料自己負担

申込・詳細  危機対策・防災担当☎ 381-1407

381-1070 Email=kikitaisaku@city.ebetsu.lg.jp

広がる支援の輪
寄付による支援
　これまで市民の皆さん、
学校、事業者などから集
まった熊本地震への義援
金は287万4,967円にの
ぼります（H28.5.20 現在）。

災害に
備えよう

　大規模な災害時は、断水によるトイレなど
に使う水の不足が予想されます。このため飲
用以外の生活用水を確保する目的で、個人や事業所でお持ち
の井戸を「災害時協力井戸」として登録し､ 水道施設が復旧
するまでの間､ 近所に開放して水を確保するご協力をお願い
します。※飲料水は､ 緊急貯水槽や給水車などにより対応。

　総務部危機対策室（☎ 381-1407）へ電話で申し込みをし
てもらい、現地調査などで登録要件の確認をした上で、登録
の可否を通知します。災害時には、災害時協力井戸の「のぼ
り」と「注意標識」（いずれも市から提供）を近隣から見え
る場所へ表示してもらいます。災害時には助け合いが必要で
す。善意のご協力をお願いします。登録要件は次のとおり。

断水時にトイレ用水などで使用する
「災害時協力井戸」 を募集

※助け合いの精神に基づくもののため､ 助成金はありません。
※飲用以外の生活用水の利用が原則のため､ 水質検査は行いません。

○ 市内にある井戸で､ 継続的に使用できる
○ 災害時に無償で井戸水を提供できる
〇 現在井戸として使用しており、今後も引き続き使用を予定している
○ 井戸水をくみ上げられるポンプまたは水をくみとる道具などがある
○ 屋外などで使いやすい場所にある
〇 外部からのごみや土砂、汚染などの進入を防ぐ設備などがある
〇 井戸水の色、臭い、にごりなどが生活用水としての使用に差し支えない
○災害時に井戸の所有地、所有者氏名などの情報提供に同意できる

 1  石狩低地東縁断層帯主部

 2  野幌丘陵
　 断層帯

　江別市は立地上、津波、土砂崩れ
などの心配はほとんどありません
が、全国どこでも起こりうる直下型
の地震はいつ発生するか分かりませ
ん。北海道地域防災計画（H27）に
よると、江別市に大きな被害をもた
らす可能性のある断層帯は次のとお
りです。食料品の備蓄や家具の固定
など普段から災害に備えましょう。

江別市の地震災害の危険は？

1  石狩低地東縁断層帯主部
　美唄市から岩見沢市、千歳市な
どを経て、安平町に抜ける断層帯。
最大マグニチュード 7.9 程度の地
震が予想されています。

 ２ 野幌丘陵断層帯
　江別市から北広島市に抜ける断
層帯。最大マグニチュード 7.5 程
度の地震が予想されています。
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    住宅の耐震化支援 建築指導課建築指導係☎ 381-1042

木造住宅の耐震化には
制度のご利用を
①無料簡易耐震診断…提出しても
らった図面で診断（現地調査なし）。
②耐震診断・改修費用の補助…建
築士などの専門家が行う診断・改
修費用の一部を補助。
※対象住宅や工事には条件あり。

出前講座
住宅の耐震セミナー
　地震のこと、住宅
の耐震診断・改修の
効果や手順などを説明します。
自治会や職場など 10 人以上の
グループでお気軽に申し込み
ください。

　義援金の受付は 6月 30日㈭まで。義援金は、日
本赤十字社を通じて被災県に送られます。市として
は熊本県地震災害に 100 万円を寄付しています。
窓口／市役所本庁舎福祉課（15 番窓口、☎ 381-1031）
郵便振替／口座番号：00130-4-265072、口座名義：
日赤平成 28 年熊本地震災害義援金

江別高校から寄付江別高校から寄付江別高校から寄付

避難所運営訓練の様子
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